




（３） 桑名保健所の概要（令和元年度体制）

《総務企画課 ７名》 課長 片山 文彦

TEL 0594-24-3621

・地域医療体制の整備 ･災害医療

・病院、診療所開設許可（届け） ・医療機関立入検査

・医療、保健関係の研修

所長 ・衛生統計 ・保健医療計画

長坂 裕二 ・医療従事者等の免許申請

TEL 0594-24-3621 《健康増進課 ６名》 課長 升田 加奈

TEL 0594-24-3625

・感染症（発生動向調査）対策

淺井 隆治 ・結核医療、予防 ・エイズ相談、検査

・ヘルシーピープルみえ・21

・保健栄養対策 ・歯科保健

・こころの健康づくり 

《地域保健課 １０名》 副参事兼課長 紀平由起子

TEL 0594-24-3620

職種別職員数 ・難病、特定医療費（指定難病）助成事業

一般事務 9 名 ・精神保健福祉  ・肝炎治療特

医 師 1 名 ・特定不妊治療費助成事業

獣医師 5 名 ・原子爆弾被害者対策

薬剤師 5 名 ・母子保健

保健師 8 名 ・肝炎治療特別促進事業

看護師 1 名 《衛生指導課 １０名》 課長 服部 聖子

診療放射線技師 1 名 TEL 0594-24-3623

臨床検査技師 1 名 ・食品衛生 ・食品表示 ・動物愛護推進

管理栄養士 2 名 ・医薬品、毒劇物 ・薬物乱用防止 ・墓地及び火葬場

水産技師 1 名 ・旅館、公衆浴場、興行場 ・献血、骨髄バンク登録推進

職業訓練指導員 1 名 ・理容、美容、クリーニング

合 計 35 名 ・調理師、製菓衛生師の免許申請

●組織及び所掌事務

TEL 0594-24-3621

副所長兼保健衛生室長

保健衛生室
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（５） 人口動態統計
ア 人口動態総覧

（ア）出生 

（イ）死亡

（ウ）乳児死亡

（エ）死産

（オ）周産期死亡

（カ）婚姻と離婚

（キ）自然増加

イ 死亡の動向

ウ 死亡の場所

エ 各種グラフ

平成29年の人口動態（確定数）の概況は表１のとおりです。

分母に用いた人口は、三重県データバンクシステムにより算出した平成29年10月１日
現在推計人口（外国籍人口含む）によります。

死因別の死亡数は、第１位悪性新生物685人、第２位心疾患384人、第３位肺炎215人と
なっています。（老すいを除く）

合計特殊出生率、乳児死亡率、年齢調整死亡率等の推移及び平成29年の年齢調整死亡
率の上位５死因（老すいを除く）をグラフ１に示しました。

管内の自然増加率は△1.9で前年に引き続いて減少傾向です。三重県は△4.5で平成17
年から減少傾向です。

管内の死亡数は2,701人で前年より５人減少しました。死亡率は9.5で、三重県の
11.6、全国の10.8を下回っています。

管内の出生数は2,158人で前年より163人減少しました。出生率は7.6で、三重県の7.2
を上回り、全国の7.6と同率となっています。

婚姻件数は1,250件で前年より33件減少しました。婚姻率は4.4でした。
離婚件数は393件で前年より18件減少しました。離婚率は1.39でした。

管内の死産数は40人で、前年より３人増加しました。
自然死産率は7.3であり、人工死産率は10.9です。

母体の健康状態に強く影響される指標です。周産期死亡数は９人で前年に比べ１人減
少し、周産期死亡率は4.2です。

管内は全国に比べて病院死亡の割合が3.0ポイント低く、診療所、老人保健施設や自宅
の割合が高くなっています。

乳児の生存は母体の健康状態や養育条件等の影響を強く受けることから、地域の衛生
状態、生活水準を反映する指標として重視されています。管内の乳児死亡数は５人(うち
新生児死亡数は３人)で、前年より２人増加しています。

主な死因別の死亡状況を表２、うち悪性新生物部位別死亡状況を表３に示しました。
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